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第６４回宮崎県学校体育研究発表大会 串間・日南地区大会開催要項 

R5.6.8 時点 

１ ┠  ⓗ 
   学校体育に関する研究成果の発表と指導上の諸問題について研究協議を行い、学習指導法の

改善・充実に努め、本県学校体育の進展を図る。 
 
㸰   ദ 
   宮崎県学校体育研究会 
 
㸱 ඹ  ദ 
   宮崎県教育委員会  串間市教育委員会  日南市教育委員会 
 
㸲 ᚋ   
   宮崎県市町村教育委員会連合会   宮崎県校長会   宮崎県県立学校長協会 

宮崎県私立中学高等学校長会 
 
㸳   ⟶ 
   第６４回宮崎県学校体育研究発表大会実行委員会 
   串間市小学校体育連盟・日南市小学校体育連盟 
   南那珂地区中学校体育連盟 
   宮崎県高等学校体育連盟日南・串間支部 
   宮崎県特別支援学校教育研究会保健体育科代表者部会 
 
㸴 ᮇ  日 
   令和５年１０月２７日（金） 
 
㸵 ཧຍᑐ㇟ 
   小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・中等教育学校・特別支援学校の教員 
   教育委員会その他の関係機関・団体の学校体育関係者 
 
㸶 会  ሙ 

期 日 種 別 会 場 

１０月２７日（金） 

小 学 校 部 会 串間市立大束小学校 
中 学 校 部 会 串間市民総合体育館 
高 等 学 校 部 会 県立福島高等学校 
特別支援学校部会 県立日南くろしお支援学校 

 
㸷 研究㢟 
 《県研究［つながりのある学習］》 （令和５～７年度） 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 
実現するとともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習 

～児童生徒一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開～ 
 

 《部会研究》 

小学校 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習 
～児童一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開～ 

中学校 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力を育む保健体育科学習 
～生徒一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開～ 

高等学校 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するとともに、継続するための資質・能力を育む保健体育科学習 
～生徒一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開～ 

特別支援学校 
生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するとともに、継続するための資質・能力を育む体育科・保健体育科学習の在り方 

～児童生徒一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開～ 
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11 内容 

 (１) 小学校部会 

① 研究発表・視点説明 

発表題┠ 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習  

～児童一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開～ 

ᙺ ⫋ ྡ Ặ   ྡ 

研究発表者 

ど点ㄝ᫂ 

宮ۑ 崎 市 立 宮 崎 ᮾ 小 学 校  教 ㅍ   年 Ọ 健  

串ۑ 間 市 立  方 小 学 校  教 ㅍ   ᕝ ཎ ⿱一ᮁ 

 

② 授業発表 

 学 年 ༢   ඖ 発 表 者 

Ϩ 

（つながり） 
第㸱・４学年 

ࢤ ー ࣒  

ࠕ ࣉ ࣞ ࣝ ࣎ ー ࣝ ࠖ 

串 間 市 立 本 ᇛ 小 学 校 

教 ㅍ  ྜྷ   人 

ϩ 

（地区） 
第５・６学年 

࣎ ー ࣝ 㐠 ື  

ࠕ ࢯ フ ࢺ ࣂ ࣞ ー ࣎ ー ࣝ ࠖ 

串 間 市 立 㒔  小 学 校 

教 ㅍ  㯮 ཎ 㯞 ⏤ 

 

③ ワークショップ型授業研究 

ᙺ ⫋ ྡ Ặ   ྡ 

指導ຓゝ者 
０南  ᕞ 大 学 人 間 発 㐩 学 部  教  授  宮 ෆ   Ꮥ 

０宮崎県教育ᗇスポーツ⯆ㄢ  指導  ㈈ ὠ ྜྷ ṇ 

ྖ 会 者 ０宮 崎 市 立 宮 崎 ᮾ 小 学 校  教  ㅍ  年 Ọ 健  

グ 㘓 者 
０⨾ 㒓 町 立 ⨾ 㒓 南 学 ᅬ  教  ㅍ  బ ⸨ ඃ ⨾ 

０ᘏ ᒸ 市 立 ᪫ 小 学 校  教  ㅍ  ⳥ ụ ┿ ኸ 

進 行 ０日 南 市 立 ࿃ ⏣ ᮾ 小 学 校  教  ㅍ  日 ྜྷ ♸ ኴ 

 

④ 研究発表 

研 究 発 表 題 ┠ 発 表 者 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習の在り方 

 ～る体ⓗ・ᑐヰⓗな授業の展開ࡅーࣝ㐠ືࠖにお࣎・࣒ーࢤࠕ～

㛛 ᕝ 町 立 ⲡ ᕝ 小 学 校 

教 ㅍ  ᒾ ୗ ᫂ ᘯ 
 
㛛 ᕝ 町 立 㛛 ᕝ 小 学 校 

教 ㅍ  ᰗ ⏣ かおり 

進行・ྖ会者 ０ᕝ 南 町 立 ᒣ 本 小 学 校  教  ㅍ  す 村 ⌮ ᜨ 

グ 㘓 者 ０࠼ ࡧ の 市 立 ┿ ᖾ 小 学 校  教  ㅍ  本 ⏣  ᑑ 

 

研 究 発 表 題 ┠ 発 表 者 

 㐠ືのࢺࢵ࣐るࡼにࠖࢢࣥࢽラー・ࣈࢸࢡࠕ
学習ࢢࣟࣉラ࣒の᭷ຠᛶ 

～小学校第 6 学年をᑐ㇟として～ 

ᕝ 南 町 立 ᕝ 南 小 学 校 

教 ㅍ  ᚨ ཎ ᏹ ᶞ 

進行・ྖ会者 㒔 ᇛ 市 立 す 小 学 校  教  ㅍ   ᡭ ┬ ࿃ 

グ 㘓 者 ᅜ ᐩ 町 立 ᮌ ⬥ 小 学 校  教  ㅍ  小 ᔱ 健 ኴ 

 

— 3 —

11 内容 

 (１) 小学校部会 

① 研究発表・視点説明 

発表題┠ 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習  

～児童一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開～ 

ᙺ ⫋ ྡ Ặ   ྡ 

研究発表者 

ど点ㄝ᫂ 

宮ۑ 崎 市 立 宮 崎 ᮾ 小 学 校  教 ㅍ   年 Ọ 健  

串ۑ 間 市 立  方 小 学 校  教 ㅍ   ᕝ ཎ ⿱一ᮁ 

 

② 授業発表 

 学 年 ༢   ඖ 発 表 者 

Ϩ 

（つながり） 
第㸱・４学年 

ࢤ ー ࣒  

ࠕ ࣉ ࣞ ࣝ ࣎ ー ࣝ ࠖ 

串 間 市 立 本 ᇛ 小 学 校 

教 ㅍ  ྜྷ   人 

ϩ 

（地区） 
第５・６学年 

࣎ ー ࣝ 㐠 ື  

ࠕ ࢯ フ ࢺ ࣂ ࣞ ー ࣎ ー ࣝ ࠖ 

串 間 市 立 㒔  小 学 校 

教 ㅍ  㯮 ཎ 㯞 ⏤ 

 

③ ワークショップ型授業研究 

ᙺ ⫋ ྡ Ặ   ྡ 

指導ຓゝ者 
０南  ᕞ 大 学 人 間 発 㐩 学 部  教  授  宮 ෆ   Ꮥ 

０宮崎県教育ᗇスポーツ⯆ㄢ  指導  ㈈ ὠ ྜྷ ṇ 

ྖ 会 者 ０宮 崎 市 立 宮 崎 ᮾ 小 学 校  教  ㅍ  年 Ọ 健  

グ 㘓 者 
０⨾ 㒓 町 立 ⨾ 㒓 南 学 ᅬ  教  ㅍ  బ ⸨ ඃ ⨾ 

０ᘏ ᒸ 市 立 ᪫ 小 学 校  教  ㅍ  ⳥ ụ ┿ ኸ 

進 行 ０日 南 市 立 ࿃ ⏣ ᮾ 小 学 校  教  ㅍ  日 ྜྷ ♸ ኴ 

 

④ 研究発表 

研 究 発 表 題 ┠ 発 表 者 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習の在り方 

 ～る体ⓗ・ᑐヰⓗな授業の展開ࡅーࣝ㐠ືࠖにお࣎・࣒ーࢤࠕ～

㛛 ᕝ 町 立 ⲡ ᕝ 小 学 校 

教 ㅍ  ᒾ ୗ ᫂ ᘯ 
 
㛛 ᕝ 町 立 㛛 ᕝ 小 学 校 

教 ㅍ  ᰗ ⏣ かおり 

進行・ྖ会者 ０ᕝ 南 町 立 ᒣ 本 小 学 校  教  ㅍ  す 村 ⌮ ᜨ 

グ 㘓 者 ０࠼ ࡧ の 市 立 ┿ ᖾ 小 学 校  教  ㅍ  本 ⏣  ᑑ 

 

研 究 発 表 題 ┠ 発 表 者 

 㐠ືのࢺࢵ࣐るࡼにࠖࢢࣥࢽラー・ࣈࢸࢡࠕ
学習ࢢࣟࣉラ࣒の᭷ຠᛶ 

～小学校第 6 学年をᑐ㇟として～ 

ᕝ 南 町 立 ᕝ 南 小 学 校 

教 ㅍ  ᚨ ཎ ᏹ ᶞ 

進行・ྖ会者 㒔 ᇛ 市 立 す 小 学 校  教  ㅍ   ᡭ ┬ ࿃ 

グ 㘓 者 ᅜ ᐩ 町 立 ᮌ ⬥ 小 学 校  教  ㅍ  小 ᔱ 健 ኴ 
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11 内容 

 (１) 小学校部会 

① 研究発表・視点説明 

発表題┠ 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習  

～児童一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開～ 

ᙺ ⫋ ྡ Ặ   ྡ 

研究発表者 

ど点ㄝ᫂ 

宮ۑ 崎 市 立 宮 崎 ᮾ 小 学 校  教 ㅍ   年 Ọ 健  

串ۑ 間 市 立  方 小 学 校  教 ㅍ   ᕝ ཎ ⿱一ᮁ 

 

② 授業発表 

 学 年 ༢   ඖ 発 表 者 

Ϩ 

（つながり） 
第㸱・４学年 

ࢤ ー ࣒  

ࠕ ࣉ ࣞ ࣝ ࣎ ー ࣝ ࠖ 

串 間 市 立 本 ᇛ 小 学 校 

教 ㅍ  ྜྷ   人 

ϩ 

（地区） 
第５・６学年 

࣎ ー ࣝ 㐠 ື  

ࠕ ࢯ フ ࢺ ࣂ ࣞ ー ࣎ ー ࣝ ࠖ 

串 間 市 立 㒔  小 学 校 

教 ㅍ  㯮 ཎ 㯞 ⏤ 

 

③ ワークショップ型授業研究 

ᙺ ⫋ ྡ Ặ   ྡ 

指導ຓゝ者 
０南  ᕞ 大 学 人 間 発 㐩 学 部  教  授  宮 ෆ   Ꮥ 

０宮崎県教育ᗇスポーツ⯆ㄢ  指導  ㈈ ὠ ྜྷ ṇ 

ྖ 会 者 ０宮 崎 市 立 宮 崎 ᮾ 小 学 校  教  ㅍ  年 Ọ 健  

グ 㘓 者 
０⨾ 㒓 町 立 ⨾ 㒓 南 学 ᅬ  教  ㅍ  బ ⸨ ඃ ⨾ 

０ᘏ ᒸ 市 立 ᪫ 小 学 校  教  ㅍ  ⳥ ụ ┿ ኸ 

進 行 ０日 南 市 立 ࿃ ⏣ ᮾ 小 学 校  教  ㅍ  日 ྜྷ ♸ ኴ 

 

④ 研究発表 

研 究 発 表 題 ┠ 発 表 者 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習の在り方 

 ～る体ⓗ・ᑐヰⓗな授業の展開ࡅーࣝ㐠ືࠖにお࣎・࣒ーࢤࠕ～

㛛 ᕝ 町 立 ⲡ ᕝ 小 学 校 

教 ㅍ  ᒾ ୗ ᫂ ᘯ 
 
㛛 ᕝ 町 立 㛛 ᕝ 小 学 校 

教 ㅍ  ᰗ ⏣ かおり 

進行・ྖ会者 ０ᕝ 南 町 立 ᒣ 本 小 学 校  教  ㅍ  す 村 ⌮ ᜨ 

グ 㘓 者 ０࠼ ࡧ の 市 立 ┿ ᖾ 小 学 校  教  ㅍ  本 ⏣  ᑑ 

 

研 究 発 表 題 ┠ 発 表 者 

 㐠ືのࢺࢵ࣐るࡼにࠖࢢࣥࢽラー・ࣈࢸࢡࠕ
学習ࢢࣟࣉラ࣒の᭷ຠᛶ 

～小学校第 6 学年をᑐ㇟として～ 

ᕝ 南 町 立 ᕝ 南 小 学 校 

教 ㅍ  ᚨ ཎ ᏹ ᶞ 

進行・ྖ会者 㒔 ᇛ 市 立 す 小 学 校  教  ㅍ   ᡭ ┬ ࿃ 

グ 㘓 者 ᅜ ᐩ 町 立 ᮌ ⬥ 小 学 校  教  ㅍ  小 ᔱ 健 ኴ 
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(㸰) ୰学校部会 

① 研究発表ཬࡧ視点説明 

άືሗ࿌ཬࡧ研究発表題┠ 発 表 者 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力を育む保健体育科学習の在り方 

宮 崎 市 立 宮 崎 す 中 学 校 

教 ㅍ  ๓ ⏣ ᾈ ྖ 

（ど点ㄝ᫂） 

生徒一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開 

日 南 市 立 南 㒓 中 学 校 

教 ㅍ  中 ᒇ ᩜ   ༟ 

 

② 授業発表 

 
学 年 ༢   ඖ 発 表 者 

Ϩ 

（つながり） 
第１学年 

⌫     ᢏ 

 （ࣥࢺ࣑ࣥࢻࣂᆺ㸸ࢺࢵࢿ）

串 間 市 立 串 間 中 学 校 

教 ㅍ  ᑿ 㷂 ᇛ ኵ 

ϩ 

（地区） 
第㸱学年 

保     健 

（   健康と⎔ቃ   ） 

日 南 市 立 ࿃ ⏣ 中 学 校 

教 ㅍ  ⏣ 中 ⨾ὠᏊ 

  

③ ワークショップ型授業研究 

ᙺ ⫋ ྡ Ặ   ྡ 

指導ຓゝ者 

０宮 崎 大 学 教 育 学 部００教  授００日 㧘 ṇ ༤ 

０宮崎県教育ᗇスポーツ⯆ㄢ００指導００す ⏣ ⱥ ྖ 

ྖ 会 者 ０す 㒔 市 立 㒔  㒆 中 学 校００教  ㅍ００金  ᐅ ᘯ 

グ 㘓 者 

０宮 崎 市 立 Ύ Ṋ 中 学 校００教  ㅍ  日 㧘 㞞  

０㒔 ᇛ 市 立 ጔ ࢣ ୣ 中 学 校００教  ㅍ  ᪂ ྡ ᝆ ⣖ 

進 行 ０ᘏ ᒸ 市 立  ᕝ 中 学 校００教  ㅍ  ཎ ⏣ ༟ ᘺ 

 

④ ᆅ༊研究発表 

 ࠙ 地 区  ࠚ

研 究 発 表 題 ┠ 
発 表 者 

１ 

࠙ す ⮻ ᯂ  ࠚ

生徒一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開 

～,&7 機ჾをά⏝したຠ果ⓗな指導方法について～ 

日 அ ᙳ 町 立 日 அ ᙳ 中 学 校 
教 ㅍ  ⏥ ᩫ 一 成 

２ 
࠙  ᘏ  ᒸ ࠚ 

生徒一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開 

ᘏ ᒸ 市 立 す 㝵 中 学 校 
教 ㅍ  ᚨ ῲ   ႛ 

㸱 
࠙ ᮾ ⮻ ᯂ  ࠚ

生徒一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開 

⨾㒓町立⨾㒓義務教育学校 
教 ㅍ  బ ⸨ ᾈ 行 

４ 
࠙ す 㒔 ・ 児   ࠚ

ඹ生のど点に立ったࢯフ࣎ࢺーࣝの指導方法のᕤኵ 

᪂ ᐩ 町 立 ᐩ ⏣ 中 学 校 
教 ㅍ  ྂ ᮌ ᝆ ㈗ 

５ 
࠙ す  諸  ࠚ

生徒一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開 
小 ᯘ 市 立 ୕ ᯇ 中 学 校 
教 ㅍ  ᒸ 上   ᱇ 

 
 

(㸱) 㧗➼学校部会 

① 視点説明 

ど 点 ㄝ ᫂ ۑ県 立 日 南  ᚨ 高 等 学 校   教 ㅍ   㧘 㔝 ⱱ  

 

② ᩍ⛉研究ㄪᰝ発表 

ෆ   ᐜ 発 表 者 

教科研究委員会の研究ィ⏬（令和５～７年）について 
教 科 研 究 委 員 長 

教 ㅍ  ᚫ ᓠ ᩗ ♸ 

 

③ 研究発表Ϩ 

ෆ   ᐜ 発 表 者 

ᑅไ中等教育学校におࡅる健康⟶⌮・体力ྥ上について 

 ～ᮎを⏝いた保健体育➃ࣝࣈラ࢙࢘～

県 立  ࣨ ℩ 中 等 教 育 学 校 

教 ㅍ  増 ⏣ ᾈ ᶞ 

 

④ 授業発表 

 学年 ༢   ඖ 発 表 者 

Ϩ 

（つながり） 
第㸱学年 

⌫ ᢏ 

 （ーࣝ࣎ーࣞࣂᆺ㸸ࢺࢵࢿ）

県 立 福 島 高 等 学 校 

教 ㅍ  ᯇ 㷂 ຬ 人 

ϩ 

（地区） 
第２学年 

⌫ ᢏ 

 （ࣥࢺ࣑ࣥࢻࣂᆺ㸸ࢺࢵࢿ）

県 立 福 島 高 等 学 校 

教 ㅍ  ᫍ ཎ ㈗ ᾈ 

 

յ ワークショップ型授業研究 

ᙺ ⫋ ྡ Ặ   ྡ 

指導ຓゝ者 ۑ日 本 ዪ Ꮚ 体 育 大 学   教  授   高 ᶫ ಟ 一 

ྖ 会 者 ۑ県 立 小 ᯘ 高 等 学 校   教  ㅍ   福 ඖ ဴ ஓ 

 ーࢱーࢿࢹーࢥ
県ۑ 立 日 ྥ ᕤ 業 高 等 学 校   教  ㅍ   ᚫ ᓠ ᩗ ♸ 

県ۑ 立 日 南  ᚨ 高 等 学 校   教  ㅍ   㧘 㔝 ⱱ  

グ 㘓 者 
県ۑ 立 日 南  ᚨ 高 等 学 校   教  ㅍ   成 合 㔜 Ⓩ 

県ۑ 立 日 南 高 等 学 校   教  ㅍ   中 㡲 㑈 ᖹ 

 

ն 研究発表ϩ 

 研 究 発 表 題 ┠ 発 表 者 

１ 

࠙県支部ࠚ 

スࢩࢡࢵ࢙ࢳࣝ࢟ーࢺをά⏝した授業実㊶と 

ᚋのㄢ題 

県 立 ᘏ ᒸ ᫍ 㞼 高 等 学 校 

教 ㅍ  ゅ ⏣   ኴ 

２ 

࠙す㒔・児ࠚ部支 

ỈὋ（ࣟࢡーࣝ）におࡅる指導の在り方 
県 立 高 㘠 ㎰ 業 高 等 学 校 

ㅮ ᖌ  㯮 ᮌ ༓ 種 

ᙺ ⫋ ྡ Ặ   ྡ 

指導ຓゝ者 ۑ宮崎県教育ᗇスポーツ⯆ㄢ  指導   ᇼ ཱྀ ┤ ᶞ 

ྖ 会 者 ۑ日 南 学 ᅬ 高 等 学 校  教  ㅍ   Ύ Ỉ ⨾ 行 

グ 㘓 者 
日ۑ ྥ 学 㝔 高 等 学 校  教  ㅍ   小 ᕝ 㝯 ୕ 

㒔ۑ ᇛ ᮾ 高 等 学 校  教  ㅍ   ▼ ❑ ┿ 一 
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(㸱) 㧗➼学校部会 

① 視点説明 

ど 点 ㄝ ᫂ ۑ県 立 日 南  ᚨ 高 等 学 校   教 ㅍ   㧘 㔝 ⱱ  

 

② ᩍ⛉研究ㄪᰝ発表 

ෆ   ᐜ 発 表 者 

教科研究委員会の研究ィ⏬（令和５～７年）について 
教 科 研 究 委 員 長 

教 ㅍ  ᚫ ᓠ ᩗ ♸ 

 

③ 研究発表Ϩ 

ෆ   ᐜ 発 表 者 

ᑅไ中等教育学校におࡅる健康⟶⌮・体力ྥ上について 

 ～ᮎを⏝いた保健体育➃ࣝࣈラ࢙࢘～

県 立  ࣨ ℩ 中 等 教 育 学 校 

教 ㅍ  増 ⏣ ᾈ ᶞ 

 

④ 授業発表 

 学年 ༢   ඖ 発 表 者 

Ϩ 

（つながり） 
第㸱学年 

⌫ ᢏ 

 （ーࣝ࣎ーࣞࣂᆺ㸸ࢺࢵࢿ）

県 立 福 島 高 等 学 校 

教 ㅍ  ᯇ 㷂 ຬ 人 

ϩ 

（地区） 
第２学年 

⌫ ᢏ 

 （ࣥࢺ࣑ࣥࢻࣂᆺ㸸ࢺࢵࢿ）

県 立 福 島 高 等 学 校 

教 ㅍ  ᫍ ཎ ㈗ ᾈ 

 

յ ワークショップ型授業研究 

ᙺ ⫋ ྡ Ặ   ྡ 

指導ຓゝ者 ۑ日 本 ዪ Ꮚ 体 育 大 学   教  授   高 ᶫ ಟ 一 

ྖ 会 者 ۑ県 立 小 ᯘ 高 等 学 校   教  ㅍ   福 ඖ ဴ ஓ 

 ーࢱーࢿࢹーࢥ
県ۑ 立 日 ྥ ᕤ 業 高 等 学 校   教  ㅍ   ᚫ ᓠ ᩗ ♸ 

県ۑ 立 日 南  ᚨ 高 等 学 校   教  ㅍ   㧘 㔝 ⱱ  

グ 㘓 者 
県ۑ 立 日 南  ᚨ 高 等 学 校   教  ㅍ   成 合 㔜 Ⓩ 

県ۑ 立 日 南 高 等 学 校   教  ㅍ   中 㡲 㑈 ᖹ 

 

ն 研究発表ϩ 

 研 究 発 表 題 ┠ 発 表 者 

１ 

࠙県支部ࠚ 

スࢩࢡࢵ࢙ࢳࣝ࢟ーࢺをά⏝した授業実㊶と 

ᚋのㄢ題 

県 立 ᘏ ᒸ ᫍ 㞼 高 等 学 校 

教 ㅍ  ゅ ⏣   ኴ 

２ 

࠙す㒔・児ࠚ部支 

ỈὋ（ࣟࢡーࣝ）におࡅる指導の在り方 
県 立 高 㘠 ㎰ 業 高 等 学 校 

ㅮ ᖌ  㯮 ᮌ ༓ 種 

ᙺ ⫋ ྡ Ặ   ྡ 

指導ຓゝ者 ۑ宮崎県教育ᗇスポーツ⯆ㄢ  指導   ᇼ ཱྀ ┤ ᶞ 

ྖ 会 者 ۑ日 南 学 ᅬ 高 等 学 校  教  ㅍ   Ύ Ỉ ⨾ 行 

グ 㘓 者 
日ۑ ྥ 学 㝔 高 等 学 校  教  ㅍ   小 ᕝ 㝯 ୕ 

㒔ۑ ᇛ ᮾ 高 等 学 校  教  ㅍ   ▼ ❑ ┿ 一 
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(㸱) 㧗➼学校部会 

① 視点説明 

ど 点 ㄝ ᫂ ۑ県 立 日 南  ᚨ 高 等 学 校   教 ㅍ   㧘 㔝 ⱱ  

 

② ᩍ⛉研究ㄪᰝ発表 

ෆ   ᐜ 発 表 者 

教科研究委員会の研究ィ⏬（令和５～７年）について 
教 科 研 究 委 員 長 

教 ㅍ  ᚫ ᓠ ᩗ ♸ 

 

③ 研究発表Ϩ 

ෆ   ᐜ 発 表 者 

ᑅไ中等教育学校におࡅる健康⟶⌮・体力ྥ上について 

 ～ᮎを⏝いた保健体育➃ࣝࣈラ࢙࢘～

県 立  ࣨ ℩ 中 等 教 育 学 校 

教 ㅍ  増 ⏣ ᾈ ᶞ 

 

④ 授業発表 

 学年 ༢   ඖ 発 表 者 

Ϩ 

（つながり） 
第㸱学年 

⌫ ᢏ 

 （ーࣝ࣎ーࣞࣂᆺ㸸ࢺࢵࢿ）

県 立 福 島 高 等 学 校 

教 ㅍ  ᯇ 㷂 ຬ 人 

ϩ 

（地区） 
第２学年 

⌫ ᢏ 

 （ࣥࢺ࣑ࣥࢻࣂᆺ㸸ࢺࢵࢿ）

県 立 福 島 高 等 学 校 

教 ㅍ  ᫍ ཎ ㈗ ᾈ 

 

յ ワークショップ型授業研究 

ᙺ ⫋ ྡ Ặ   ྡ 

指導ຓゝ者 ۑ日 本 ዪ Ꮚ 体 育 大 学   教  授   高 ᶫ ಟ 一 

ྖ 会 者 ۑ県 立 小 ᯘ 高 等 学 校   教  ㅍ   福 ඖ ဴ ஓ 

 ーࢱーࢿࢹーࢥ
県ۑ 立 日 ྥ ᕤ 業 高 等 学 校   教  ㅍ   ᚫ ᓠ ᩗ ♸ 

県ۑ 立 日 南  ᚨ 高 等 学 校   教  ㅍ   㧘 㔝 ⱱ  

グ 㘓 者 
県ۑ 立 日 南  ᚨ 高 等 学 校   教  ㅍ   成 合 㔜 Ⓩ 
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 研 究 発 表 題 ┠ 発 表 者 
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スࢩࢡࢵ࢙ࢳࣝ࢟ーࢺをά⏝した授業実㊶と 
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(㸲) ≉ูᨭ学校部会 
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② 授業発表 
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 宮崎県教育ᗇスポーツ⯆ㄢ  指導   ᪩ 㷂 㐩 ஓۑ
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進 行 ۑ県 立 日 南 く ろ し お 支 援 学 校  教   ㅍ    ⓗ 㔝 ⨾✑Ꮚ 

 

յ 授業研究会 

ෆ   ᐜ ᢸ ᙜ 者 

⌫ᢏ（ࢺࢵࢿᆺ） 
思考力、判断力、表現力等の育成にྥࡅた思考ツーࣝ 
のస成とホ౯ 

県立㒔ᇛࡁりしࡲ支援学校 

教 ㅍ   ➟ 㔝 Ṋ ᚿ 

 

1� ཧຍ⏦㎸ࡳ᪉ἲ 

１０月６日（金）࡛ࡲに௨ୗのࣞࢻス、ࡲたࡣ㹏㹐ࢥーࢻを⏝して⏦し㎸むࡇと。 

ͤ大会ᙺ員・実行委員もそࢀࡒࢀ⏦㎸ࡳをしてୗࡉい。 

 

㹏㹐ࢥーࡣࢻ�ᰴ�ࢯࣥࢹー࢙࢘ーࣈのⓏ㘓ၟᶆ࡛す 

⏦㎸期㝈 令和５年１０月６日（金）

 

  ࠙問い合わࡏඛࠚ 

宮崎県学校体育研究会務ᒁ（高体連務ᒁෆ）  㟁ヰ ０㸷㸶５㸫５１㸫４１０㸷 
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『令和５年度 視点説明ճ』 
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令和５年度串間・日南地区大会の授業について 
 

宮崎大学大学院教育学研究科 
三 輪  佳 見 

 
 今年度は同時に開催されている４会場を巡回したので、実際に授業を参観できた

のは、中学校のバドミントン、高等学校のバレーボールの終わりの部分とバドミン

トンだけでした。後日、事務局より授業のダイジェスト版のビデオをご準備いただ

き拝見しました。その範囲で気づいたことを述べたいと思います。 
 初めに、実際に見たバドミントンの授業を取り上げます。中学校でも高等学校で

も用具が工夫されていました。中学校では打球面の大きなラケットが使用されてい

ました。打つという動きをする場合、自分の感覚がとらえやすいのは手です。ラケ

ットなど用具を使って打つ動きでは、手の感覚をその先の用具に伸長させてシャト

ル（ボール）をとらえなければなりません。飛んでくる動く対象物を手の先の用具

でとらえることは難しく、苦手な生徒にとっては打球面が大きいと簡易化されて、

ゲームに参加しやすくなります。 
 また高等学校では、練習の一部でシャトルの代わりに紙を丸めた軽いボールを使

っていました。苦手な生徒でもなじみやすく、しかもラケットで打つのではなく、

飛んできたボールを捕って投げ返します。ボレーで打ち返すという運動は、強く打

とうとすれば動きは投げることに似てくるので、素振りの練習が行われがちです。

しかし、必要な捕球技能を獲得していなければ、飛んでくるボールにミートできず

空振りするだけです。そのような運動の構造に基づくと、捕る活動をまず行うのは、

苦手な生徒にとって有効な指導方法であり、さらに授業では、この活動のなかでポ

ジショニングを指導されていました。高校３年なので、状況に応じて連携して動け

ることが学習内容として求められており、その目標を達成するための配慮であった

と評価できます。 
 しかし、小学校入学から高等学校卒業までの 12 年間で、公式に近いルールでゲ

ームを楽しめるような技能を育てることは非常に難しいことです。高等学校のバレ

ーボールの授業では、男女混成のチームで試合を行っており、女子が触球する場合

は、バウンドさせてボールをつないでもよいというルールに変更していました。高

校３年生でも Volley（ボレー）ball（ボール）を実施するのは難しいようです。 
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 小学校はバウンドさせて打ち合うࣉレルボールが中学年で行われていました。授

業のᫎീからは、よくᙎࡴボールが使われているように見えました。さらに、➨㸰

触球⪅は┤᥋打ち返すのではなく、࢟ャッチ㸤スࣟーのルールを取り入れていまし

た。これらは苦手なඣ❺もࣉレルボールのゲームに参加できるように配慮されたも

のです。しかしながら、なかなかボールを強く打つのは難しそうでしたし、打ちや

すいボールを投げてあげることもできないඣ❺が見ཷけられました。先生が実際に

♧範しながらㄝ᫂していらっしࡷったのですが、ඣ❺はᶍೌするのがᅔ難なようで

す。中学年のඣ❺は、ちࡻうど小学校入学からࢼࣟࢥ⚝のᙳ㡪をཷけており、必要

な運動⤒㦂がḞⴠしていたかもしれません。 
 こうしたඣ❺・生徒の実ែから、小学校から高等学校と学習がつながって῝ま

っていき、生ᾭにわたって㇏かなスポーࢶライࣇを実⌧する㈨㉁・能ຊを育てるた

めにはどうしたらよいのでしࡻうか。もちࢁん、基ᮏⓗな技能を㌟にけることは

య育で育てる㈨㉁・能ຊの目標としてᥖげられていますし、㌟య運動をእしてしま

ったら、教科としてのయ育の⊂自ᛶもኻわれてしまいます。しかし、ㄡもが公式の

ルールでゲームを楽しめるような技能を㌟にけられるわけではありません。そも

そもჾᲔ運動のような運動㡿ᇦは、య᧯➇技という公式のスポーࢶ✀目ྡでもなく、

使用しているჾ具も␗なっています。つまり、学校のయ育授業では公式のルールで

実施することは初めからᨺᲠされていて、その➇技の≉ᛶに触れることが求められ

ているといえます。 
 ⌧行学習指導要㡿のゎㄝでは、ࠕయຊや技能の⛬度、年㱋やᛶูཬࡧ㞀ᐖの有↓

等にかかわらず、運動やスポーࢶのከᵝな楽しみ方をඹ有することができるよう配

慮するࠖことがᨵゞの㊃᪨として述べられています。このことを㋃まえると、中学

校の授業で取り入れられていたࣁࠕンデ࢟ャッࠖࣉのような方法もよいと思いま

す。ただ、ࢿットᆺの≉ᛶ、すなわち打ち合える基ᮏⓗな技能に基づいて、┦手に

ラࣜーを中᩿させるという➇தを楽しめるようなࣁンデ࢟ャッࣉになっていた

か、ၥに感じることもありました。 
 このように⪃えてくると、４㸫４㸫４のⓎ達ẁ㝵のまとまりに応じて、基ᮏⓗな

動きの習得、➇தを楽しめるようにࣁンデ࢟ャッࣉなどルールの工夫を指導し基

ᮏⓗな動きを活用、どうすればከᵝなே同ኈが一⥴に楽しめるかయⓗにルールの

変更などを᥈究するといった学習のつながりも⪃えてみてはいかがでしࡻうか。 

第６４回宮崎県学校体育研究発表大会 

小 学 校 部 会 

１ 研 究 主 題 生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習 
～児童一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開～ 

２ 日程・会場 

10 
月 
27 
日 
(金) 

小 
学 
校 
部 
会 

     9:10       10:00         11:00                                14:40       15:45 

8:40          9:50          10:45        11:45       12:30         14:30       15:40  16:00 
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① 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第３・４学年 

ゲ ー ム  

「 プ レ ル ボ ー ル 」 

串 間 市 立 本 城 小 学 校 

教 諭  吉 井 湧 人 

Ⅱ 

（地区） 
第５・６学年 

ボ ー ル 運 動  

「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

串 間 市 立 都 井 小 学 校 

教 諭  黒 原 麻 由 

 

② ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 
○南 九 州 大 学 人 間 発 達 学 部  教  授  宮 内   孝 

○宮崎県教育庁スポーツ振興課  指導主事  財 津 吉 正 

司 会 者 ○宮 崎 市 立 宮 崎 東 小 学 校  教  諭  年 永 健 二 

記 録 者 
ｌ美 郷 町 立 美 郷 南 学 園  教  諭  佐 藤 優 美 

延 岡 市 立 旭 小 学 校  教  諭  菊 池 真 央 

進 行 日 南 市 立 吾 田 東 小 学 校  教  諭  日 吉 祐 太 

 

③ 研究発表 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習の在り方 

～「ゲーム・ボール運動」における主体的・対話的な授業の展開～ 

門 川 町 立 草 川 小 学 校 

教 諭  岩 下 明 弘 

門 川 町 立 門 川 小 学 校 

教 諭  柳 田 かおり 

進行・司会者 １川 南 町 立 山 本 小 学 校  教  諭  西 村 理 恵 

記 録 者 １え び の 市 立 真 幸 小 学 校  教  諭  本 田 昭 寿 

 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

「アクティブ・ラーニング」によるマット運動の 
学習プログラムの有効性 

～小学校第 6 学年を対象として～ 

川 南 町 立 川 南 小 学 校 

教 諭  徳 原 宏 樹 

進行・司会者 １都 城 市 立 西 小 学 校  教  諭  井 手 省 吾 

記 録 者 １国 富 町 立 木 脇 小 学 校  教  諭  小 嶋 健 太 
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 小学校はバウンドさせて打ち合うࣉレルボールが中学年で行われていました。授

業のᫎീからは、よくᙎࡴボールが使われているように見えました。さらに、➨㸰

触球⪅は┤᥋打ち返すのではなく、࢟ャッチ㸤スࣟーのルールを取り入れていまし

た。これらは苦手なඣ❺もࣉレルボールのゲームに参加できるように配慮されたも

のです。しかしながら、なかなかボールを強く打つのは難しそうでしたし、打ちや

すいボールを投げてあげることもできないඣ❺が見ཷけられました。先生が実際に

♧範しながらㄝ᫂していらっしࡷったのですが、ඣ❺はᶍೌするのがᅔ難なようで

す。中学年のඣ❺は、ちࡻうど小学校入学からࢼࣟࢥ⚝のᙳ㡪をཷけており、必要

な運動⤒㦂がḞⴠしていたかもしれません。 
 こうしたඣ❺・生徒の実ែから、小学校から高等学校と学習がつながって῝ま

っていき、生ᾭにわたって㇏かなスポーࢶライࣇを実⌧する㈨㉁・能ຊを育てるた

めにはどうしたらよいのでしࡻうか。もちࢁん、基ᮏⓗな技能を㌟にけることは

య育で育てる㈨㉁・能ຊの目標としてᥖげられていますし、㌟య運動をእしてしま

ったら、教科としてのయ育の⊂自ᛶもኻわれてしまいます。しかし、ㄡもが公式の

ルールでゲームを楽しめるような技能を㌟にけられるわけではありません。そも

そもჾᲔ運動のような運動㡿ᇦは、య᧯➇技という公式のスポーࢶ✀目ྡでもなく、

使用しているჾ具も␗なっています。つまり、学校のయ育授業では公式のルールで

実施することは初めからᨺᲠされていて、その➇技の≉ᛶに触れることが求められ

ているといえます。 
 ⌧行学習指導要㡿のゎㄝでは、ࠕయຊや技能の⛬度、年㱋やᛶูཬࡧ㞀ᐖの有↓

等にかかわらず、運動やスポーࢶのከᵝな楽しみ方をඹ有することができるよう配

慮するࠖことがᨵゞの㊃᪨として述べられています。このことを㋃まえると、中学

校の授業で取り入れられていたࣁࠕンデ࢟ャッࠖࣉのような方法もよいと思いま

す。ただ、ࢿットᆺの≉ᛶ、すなわち打ち合える基ᮏⓗな技能に基づいて、┦手に

ラࣜーを中᩿させるという➇தを楽しめるようなࣁンデ࢟ャッࣉになっていた

か、ၥに感じることもありました。 
 このように⪃えてくると、４㸫４㸫４のⓎ達ẁ㝵のまとまりに応じて、基ᮏⓗな

動きの習得、➇தを楽しめるようにࣁンデ࢟ャッࣉなどルールの工夫を指導し基

ᮏⓗな動きを活用、どうすればከᵝなே同ኈが一⥴に楽しめるかయⓗにルールの

変更などを᥈究するといった学習のつながりも⪃えてみてはいかがでしࡻうか。 

第６４回宮崎県学校体育研究発表大会 

小 学 校 部 会 

１ 研 究 主 題 生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習 
～児童一人一人の思考力、判断力、表現力等を養う授業の創造と展開～ 

２ 日程・会場 

10 
月 
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① 授業発表 

 学 年 単   元 発 表 者 

Ⅰ 

（つながり） 
第３・４学年 

ゲ ー ム  

「 プ レ ル ボ ー ル 」 

串 間 市 立 本 城 小 学 校 

教 諭  吉 井 湧 人 

Ⅱ 

（地区） 
第５・６学年 

ボ ー ル 運 動  

「 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 」 

串 間 市 立 都 井 小 学 校 

教 諭  黒 原 麻 由 

 

② ワークショップ型授業研究 

役 職 名 氏   名 

指導助言者 
○南 九 州 大 学 人 間 発 達 学 部  教  授  宮 内   孝 

○宮崎県教育庁スポーツ振興課  指導主事  財 津 吉 正 

司 会 者 ○宮 崎 市 立 宮 崎 東 小 学 校  教  諭  年 永 健 二 

記 録 者 
ｌ美 郷 町 立 美 郷 南 学 園  教  諭  佐 藤 優 美 

延 岡 市 立 旭 小 学 校  教  諭  菊 池 真 央 

進 行 日 南 市 立 吾 田 東 小 学 校  教  諭  日 吉 祐 太 

 

③ 研究発表 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを 

実現するための資質・能力の基礎を育む体育科学習の在り方 

～「ゲーム・ボール運動」における主体的・対話的な授業の展開～ 

門 川 町 立 草 川 小 学 校 

教 諭  岩 下 明 弘 

門 川 町 立 門 川 小 学 校 

教 諭  柳 田 かおり 

進行・司会者 １川 南 町 立 山 本 小 学 校  教  諭  西 村 理 恵 

記 録 者 １え び の 市 立 真 幸 小 学 校  教  諭  本 田 昭 寿 

 

研 究 発 表 題 目 発 表 者 

「アクティブ・ラーニング」によるマット運動の 
学習プログラムの有効性 

～小学校第 6 学年を対象として～ 

川 南 町 立 川 南 小 学 校 

教 諭  徳 原 宏 樹 

進行・司会者 １都 城 市 立 西 小 学 校  教  諭  井 手 省 吾 

記 録 者 １国 富 町 立 木 脇 小 学 校  教  諭  小 嶋 健 太 
 

受 

付 

視
点
説
明 

研
究
発
表 

開
会
行
事 

授
業
発
表
Ⅱ 

（
各
部
会
） 

授
業
発
表
Ⅰ 

（
つ
な
が
り
） 

準
備 

休
憩 

昼
食 

授
業
研
究 

ポ
ス
タ
ー 

セ
ッ
シ
ョ
ン 

閉
会
行
事 


